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第２四半期累計期間の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成30年５月11日に公表した平成31年３月期第２四半期累計期

間の業績予想を下記のとおり修正しましたので、お知らせいたします。 

 

記  

 

１．平成31年３月期 第２四半期累計期間の業績予想数値の修正（平成30年４月1日～平成30年９月30日） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(Ａ) 2,585 159 158 106 26.76 

今回修正予想(Ｂ) 2,629 227 226 152 38.36 

増減額(Ｂ-Ａ) 44 67 67 46  

増減率(％) 1.7 42.5 42.7 43.3  

(ご参考)前期実績 
(平成 30 年３月期第２四半期) 

2,524 193 192 256 64.47 

 

２．修正の理由 

 当第２四半期累計期間において、顧客企業からの技術者派遣要請が依然として多い中で、積極的かつ迅速な

営業展開により、新卒を含めた技術者の早期稼働が進み、稼働人員が増加したことで、売上高は増加する見込

みとなりました。また、稼働率が高い水準で推移したことや、１時間当たりの技術料金の上昇などが主要因と

なり、営業利益、経常利益、四半期純利益は当初予想を大きく上回る見込みとなりました。 

 

３．平成31年３月期通期の業績予想 

平成31年３月期の通期業績見通しにつきましては、足元の受注環境は堅調に推移しており、１時間あたりの

技術料金においても上昇傾向で推移しているものの、人材獲得競争が激化していることから、技術者確保に不

透明さもみられるため、現時点においては平成30年５月11日に公表いたしました業績予想から変更はありませ

ん。今後、外部環境の変化などを注視しながら、業績動向等を精査し、修正が必要となった場合には速やかに

お知らせいたします。 
 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績等は今後の様々な要因により、予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


